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使用上の注意

副作用

適用上の注意

●その他の副作用

1.過敏症

過敏症状があらわれることがあるので、このような場合

には使用を中止すること。

１.浸出液の多い根管への適用は根尖部の刺激性が増加する

ので使用を避けること。

２.あらかじめ局所を十分乾燥してから本剤を使用すること。

３.本剤は、軟組織に対し局所作用をあらわすおそれがあるので、

口腔粘膜等に付着させないよう配慮すること。したがって、

使用に際してはラバーダム防湿等を行うこと。

４.本剤が口腔粘膜や皮膚等に付着した場合は、直ちに

水洗させること。本剤が皮膚等に付着したまま放置すると、

炎症を起こし化学的損傷を生じることがあるので、その場合は

火傷の治療に準じて処置するか、皮膚科医に相談すること。

５.歯科用にのみ使用すること。

薬効薬理

本剤は、フェノールとカンフルの共融混合物であり、フェノールの腐食作

用及び鎮痛作用とカンフルの局所刺激作用との相乗作用による知覚

鈍麻の効果とともに、カンフルはフェノールの局所毒性を減少する目的で

配合されるが、フェノールの鎮痛、消毒作用は多少低下する１）。本剤の

局所作用は、２～３％フェノール水溶液に相当し、抗菌力は、４～５％フェノ

ール水溶液に匹敵するといわれている２）。

用法・用量

通法にしたがって齲窩及び根管の処置後、本剤の適量を滅菌

小綿球又は綿繊維に浸潤させて窩内あるいは根管内に挿入し

仮封する。

取扱い上の注意

１.本剤は「劇薬」であるので、他の物と区別して保管すること。

２.使用後は密栓し、直射日光を避けて保管すること。

３.眼に入った場合は、直ちに多量の水で１５分間以上洗い流し、

なお異常が認められる場合は眼科医に相談すること。

４.衣服等についた場合は、においが残ったり、シミになったりすることが

あるので、直ちに洗剤等で洗うこと。

組成・性状

成　　　　分

有効成分
フェノール
dl-カンフル

１００ｇ中の分量

３５ｇ
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本剤は、無色～淡赤色の液で、特異なにおいがある。

包　装
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有効成分に関する理化学的知見

１. 一般名：フェノール

化学名：Ｐｈｅｎｏｌ

分子式：Ｃ６Ｈ６Ｏ

分子量：９４.１１

構造式：

性　状：本品は、無色～わずかに赤色の結晶又は結晶性の塊で、

特異なにおいがある。

２. 一般名：dl-カンフル
化学名：（１ＲＳ，４ＲＳ）-Ｂｏｒｎａｎ-２-ｏｎｅ

分子式：Ｃ１０Ｈ１６Ｏ

分子量：１５２.２３

構造式：

性　状：本品は、無色又は白色半透明の結晶、結晶性の粉末又は

塊で、特異な芳香があり、味はわずかに苦く、清涼味がある。
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貯　　法：遮光・気密容器・
               室温保存
使用期限：外箱等に記載

歯科用


